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務　台 しゅん すけ

ごあいさつ

西日本豪雨災害の現地視察へ
7月下旬、広島県と岡山県に赴き、西

日本豪雨災害の現場を目の当たりに

して、しっかりと復興をお手伝いする

とともに、国会議員として今後起こり

うる災害へ備えていかなければなら

ないとの思いを強くしました。

国会での活動
衆議院予算・総務・環境の委員会で

質問をしました。政府与党として

諸政策をしっかり進めて参ります。

また与野党の議員の協力を得て議

員立法を引き続き進めています。

活動をご紹介します活動をご紹介します

通常国会が終了しました。再エネ推進、防災政策、地方創生な
ど取り組んできた政策をしっかりと前進させ、また与党の代議士とし
て地元や各分野の課題を解決することに全力を尽くしたつもりです。
国政に志をたててから10 年が経過する本年は、3 期目の代議士と
して引き続き皆様のお声をしっかりとお聞きし、国政の場で具体的
な形にする役割を粉骨砕身果たして参ります。

▲広島県熊野町川角地区の巨石崩落の現場にて

各地に伺ってミニ集会に参加しています

▲衆議院予算委分科会で経産大臣に質疑

▲倉敷市真備町の避難所で被災者の声を伺う

▲党内の自立分散型エネルギー勉強会で座長を
　務める

（4）

【自由民主党長野県第二選挙区支部】
住所：長野県松本市白板2-3-30 大永第3ビル101
TEL：0263-33-0518　FAX：0263-33-0519
mail：office@mutai-shunsuke.jp

【国会事務所】 衆議院第一議員会館403号室
住所：東京都千代田区永田町2-2-1 
TEL：03-3508-7334　FAX：03-3508-3334

あなたの声をお聞かせください。
政策や日本の将来を語り合いましょう。
ぜひ、お気軽にお立ち寄りください！
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■自由民主党長野県第二選挙区支部

メッセージ

通常国会閉会後の7月23日から24日にかけて、西日本
豪雨災害に見舞われた広島県と岡山県を訪問させて頂きま
した。広島県では先ず、広島市安芸区矢野東のボランティア
センター、同地区の被災現場の行方不明者捜索現場を訪
問しました。38年前に広島県庁勤務時代にお世話になった
原時廣氏がボランティアセンターにおられ、温かくお迎え頂き
ました。全国から駆け付けた消防、警察、自衛隊、国の各省
庁のスタッフ、ボランティアの皆様が黙 と々動いている姿をし
っかりと目に焼き付けさせて頂きました。 
広島県熊野町川角地区の土石流による巨石崩落の現場

では、取り除くのも不可能と思わせるような巨石の多さに驚
きました。
近所の方の話では、危ういと考えられたこの地域で住宅

開発をしたことが適切であったのかとの指摘も伺いました。
坂町の総頭川が膨大な量の流出した土砂により川床上

昇している現場では、川が土で埋まり次の降雨による二次災
害が懸念されます。広島市と呉市を結ぶ高速道路、鉄路が
寸断の現場、坂町小屋浦の被災現場では、復旧に膨大な作
業量と時間を要する被害の規模の大きさを実感しました。
被災鉄道に関しては、先の通常国会で議員立法により鉄道
軌道整備法が改正され、経営全体が黒字経営会社の赤字
路線にはこれまで補助金が交付されなかったものを、一定規
模の大災害時にあっては補助金が交付できる制度改正が
なされており、今回の災害における鉄道復旧に早速適用で
きる体制が整ったことは、佐藤信秋参議院議員、菅家一郎
代議士らとともに法案成立に汗をかいたものの一人として感
慨深いものを感じました。 
翌朝は、町の領域が広範囲に浸水した倉敷市真備町を

訪問しました。ボランティアセンター、避難所を訪問し、被災
者の皆様から話を伺いました。体育館に最近設置された空
調設備により猛暑は凌げ、段ボールベッドという新しい避難
所ツールが役立っていることは確認できたものの、体育館の
狭隘な環境は如何ともし難く、被災者の皆様からは早期にプ
ライバシーが保たれた住居への移転を切望する声を伺いま
した。被災者でもあり災害研究者でもある神原咲子さんから
は熱のこもった被災者ケアの要諦をしっかりと伺いました。非
常時だからこそ、看護師保健師の資格を持ったまま家庭にい
る皆さんの被災者ケアへの参加を促すことが必要で、被災

者所在情報も不可欠だが、データが活用できないことがネッ
クであり、個人情報保護法の拡大解釈を正して欲しいとの
指摘をしっかりと承りました。
倉敷市役所も訪問し生水哲男副市長に、松本駅前で募

金活動により集めた義援金をお渡し、被災者との意見交換
の結果も報告させて頂きました。被災者の居住環境を確保
するために、公営住宅、公務員住宅、民間借り上げ住宅、仮
設住宅の確保などのほかに、トレーラーハウスが全国から集
結し活用できるので多様な選択肢を活用してほしい旨を伝え
ました。 
今後想定される広範囲な広域災害を想定した場合に、予

めその事態を想定した対応準備を前広に行っておく必要を
改めて感じます。災害が起きる前から時系列で何が起こり、
何をすべきかについては本来予め分かっているのです。今
回の災害においても、ボランティアの需給調整などは非常に
スムースに行われたり、被災自治体に他地域の公務員が派
遣され災害対応機能強化に役立っている改善がある一方
で、被災者の迅速な住居確保などの面においては過去の災
害教訓を適切に共有できず、役所の窓口で過去あったのと
同じ制度適用の渋滞状況が生じている感を否めない実態も
伺いました。私も、阪神大震災、東日本大震災、長野県神城
断層地震、北海道・岩手県台風被害、熊本地震、九州豪雨
災害、西日本豪雨災害などの災害現場を訪問し、消防庁防
災課長、内閣府防災担当政務官として仕事としても災害対
応に携わって参りましたが、これから迎え撃たなければならな
い巨大災害に備えた災害対応の強靭化に向けて国会議員
の立場で更に努力して参りたいと思います。

務台　俊介自民党長野県第二選挙区支部長
衆議院議員

西日本豪雨災害被災地訪問記

▲倉敷市真備町のボランティアセンターにて
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地域を巡る中での各地区の皆様との触れ合いの一こまです。ご協力有難うございました。

飯綱町のリンゴ農家の皆様と

レンジャー議連の有志で
戸隠神社を訪ねる

松本駅前で西日本豪雨災害の
義援金を募る

信州新町の小学生を
国会議事堂に迎える

朝日村庁舎の竣工式にて

安曇野市明科のワサビ田の
河床低下について伺う

パラサイクルの合宿を視察

農家の方から鳥獣被害について伺う安倍総理に再生可能エネルギーの
提言

貞逸祭、白馬連峰開山祭にて

現在までの主な役職を紹介します

被災した池田町の
マレットゴルフ場を視察

●幹事等
・養子縁組のあっせんの法整備を目指す議員連盟　副幹事長
・自由民主党再生可能エネルギー普及拡大議員連盟　副幹事長
・国立公園レンジャー振興議員連盟　副幹事長
・空手道推進議員連盟　幹事長補佐
・多様な働き方を支援する勉強会　幹事
・伝統的工芸品産業振興議員連盟　幹事
・街の酒屋さんを守る国会議員の会　幹事
・自然災害から国民を守る国会議員の会　幹事
・水力発電促進議員連盟　常任幹事
・棚田振興議員連盟　幹事
・日本建設職人社会振興議員連盟　法制化作業チーム
・自由民主党　並行在来線対策議員連盟　常任幹事

［その他］
●長野縣護國神社総代会長
●一般財団法人　全国山の日協議会　理事

［衆議院　所属委員会］
●総務委員会　理事
●環境委員会　委員
●憲法審査会　委員
［自由民主党役職］
●総務部会　副部会長
●厚生労働部会　副部会長
●憲法改正推進本部　幹事
●厚生関係団体委員会　副委員長
●災害対策特別委員会　事務局長
●雇用問題調査会　幹事
●子どもの元気！農山漁村で育むプロジェクトチーム　事務局長
●観光立国調査会　屋敷林・散居村・生垣等の地域景観資源の
保全・活用に関するワーキングチーム　事務局長
●資源・エネルギー戦略調査会　
東シナ海資源開発に関する委員会　事務局長
再生可能エネルギー普及拡大委員会　分科会座長
●所有者不明土地等に関する特命委員会　幹事
●行政改革推進本部　幹事
●文化立国調査会　幹事
［議員連盟］
●事務局長
・超党派「山の日」議員連盟　
・自由民主党水道事業促進議員連盟
・スキー議員連盟
・自由民主党木質バイオマス・竹資源活用議員連盟
・自動車文化を考える議員連盟
・百年料亭ネットワーク推進議員連盟　
・ふるさと納税の拡充を目指す議員の会
●事務局次長
・自由民主党介護福祉議員連盟
・自由民主党消防議員連盟
・自転車活用推進議員連盟　兼　自転車活用ＰＴ　座長代理
・赤字ローカル線の災害復旧等を支援する議員連盟　
・自由民主党中央東線高速化促進議員連盟
・捕獲鳥獣食肉利活用推進議員連盟（ジビエ議連）
・日朝国交正常化推進議員連盟
・人口急減地域対策議員連盟
・火山噴火予知・対策推進議員連盟 （2018年 8月現在）

むたい俊介プロフィール
昭和31年 （1956年）安曇野市（旧三郷村）生まれ、大町市・旧豊

科町で育つ
昭和50年 松本深志高校卒業
昭和55年 東京大学法学部卒業後、旧自治省入省、地方分権推

進委員会参事官、総務省消防庁防災課長、総務省調
整課長、総務省大臣官房参事官、自治体国際化協会
ロンドン事務所長などを歴任

平成19年 この間武蔵大学・信州大学非常勤講師、関西学院大
学客員研究員も務める

平成20年 自民党長野県第二選挙区支部長就任
平成21年 衆議院議員選挙に初挑戦
平成22年 神奈川大学法学部自治行政学科教授を務める
平成24年 第46回衆議院議員選挙で長野県第二区にて初当選
平成26年 第47回衆議院議員選挙で2回目の当選
平成28年８月から平成29年3月

内閣府大臣政務官兼復興大臣政務官
平成29年 第48回衆議院議員選挙で3回目の当選

長野市戸隠

飯綱町

安曇野市

国会議事堂

官 邸

地元の要望を政府に反映するために精力的に活動しています。地元の諸課題が着実に具現化しています。白骨温泉の隧通
し補強、国道１９号、国道１５８号奈川渡改良、松本波田道路の用地買収、国道１４３号、松糸道路、犀川堤防、国道４０３号、筑北ス
マートIC誘致、国道１８号信濃町バイパス、長野市中条ジビエ施設、各地の災害復旧工事などの整備促進を地元代議士として
お手伝いしております。これからも、地元のご要望をしっかりとお聞きして実現して参ります。

地元の要望を着実に実現化！！

朝日村

白馬村 松本市奈川

大町市

松本市

▲白骨温泉の隧通しの竣工式にて ▲安曇野市の要望団と

▲木質バイオマス・竹活用議連にて

池田町

大岡小学校の運動会を応援

長野市大岡


